
45

入
会
以
来
、
28
年
に
わ
た
り
保
存
会
員

と
し
て
舞
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
62
年
か
ら
理

事
に
、
平
成
19
年
か
ら
は
４
代
目
の
会

長
に
就
任
し
、
現
在
も
保
存
会
の
中
心

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
　
上
　
和
　
昭

　

昭
和
58
年
に
白
蛇
姫
舞
保
存
会
へ

入
会
以
来
、
29
年
に
わ
た
り
保
存
会
員

と
し
て
、
子
蛇
の
蛇
頭
と
し
て
舞
の
先

頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
60
年
か
ら
理
事
に
、
平
成
19

年
か
ら
は
副
会
長
に
就
任
し
、
現
在
も

保
存
会
の
中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鹿
　
焼
　
会

　

平
成
13
年
４
月
に
会
を
設
立
。
町
内

で
産
出
さ
れ
る
粘
土
な
ど
を
材
料
と

し
て
陶
芸
活
動
を
続
け
、
平
成
23
年
か

ら
は
作
品
展
示
会
を
開
催
す
る
な
ど

伝
統
工
芸
で
あ
る
陶
芸
文
化
の
発
展
、

普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

環
境
美
化
標
語
表
彰

（
鹿
追
町
表
彰
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
菅
原
亜
水

優
秀
賞
＝
澤
城
璃
空
、
吉
田
葵
、
栗
本

寛
也

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
＝
馬
場
桃
音

優
秀
賞
＝
葭
本
樹
奈
、
樋
口
立
、
東
原

由
佳

● 

鹿
追
町
子
ど
も
作
品
展
金
賞

（
鹿
追
町
学
校
教
育
推
進
協
議
会
表
彰
）

【
書
写
の
部
】

　

瀬
戸
梨
々
華
（
瓜
幕
小
学
校
１
年
）、

長
沢
元
太
（
同
２
年
）、林
中
優
月
（
鹿

追
小
学
校
３
年
）、
菊
池
陸
斗
（
上
幌

内
小
学
校
４
年
）、
前
多
翔
（
通
明
小

学
校
５
年
）、
熊
谷
帆
華
（
同
６
年
）、

新
田
恭
子
（
瓜
幕
中
学
校
２
年
）

【
図
画
の
部
】

　

上
村
光
璃
（
鹿
追
保
育
園
）、
熊
谷

茉
華
（
通
明
小
学
校
１
年
）、
齋
藤
妃

菜
（
鹿
追
小
学
校
２
年
）、
藤
井
修
哉

（
同
３
年
）

【
絵
画
の
部
】

　

井
出
琴
心
（
瓜
幕
中
学
校
１
年
）、

國
島
綾
里
（
鹿
追
中
学
校
２
年
）

【
技
術
家
庭
の
部
】

　

横
井
炉
佳
（
瓜
幕
小
学
校
５
年
）、

田
中
風
（
同
６
年
）、
渡
邊
誠
也
（
鹿

追
中
学
校
１
年
）、
戸
草
克
駿
（
同
２

年
）

【
工
作
・
工
芸
の
部
】

　

田
苅
子
雄
大
（
鹿
追
幼
稚
園
）、
松

井
か
な
で
（
鹿
追
小
学
校
１
年
）、
山

本
芽
生
（
同
２
年
）、
川
津
愛
来
（
笹

川
小
学
校
３
年
）、
西
島
愛
茄
（
鹿
追

小
学
校
４
年
）、
山
口
優
希
（
上
幌
内

小
学
校
５
年
）、
佐
々
木
海
帆
（
鹿
追

小
学
校
６
年
）

【
デ
ザ
イ
ン
の
部
】

　

宇
井
心
（
笹
川
保
育
所
）、
大
西
遥

（
鹿
追
小
学
校
５
年
）、
堀
川
尊
広
（
瓜

幕
中
学
校
３
年
）

◆ 

感
謝
状

　
鈴
　
木
　
運
　
蔵

　

郷
土
資
料
充
実
の
た
め
動
物
の
毛

皮
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
松
　
本
　
健
　
次

　

図
書
館
図
書
整
備
の
た
め
に
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
24
年

工
業
統
計
調
査
を
従
業
員
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
と
し
て
、
12
月
31
日
時
点

で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
重
要
な

調
査
で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
各
種
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
24
年
12
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
対
象

と
な
る
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま

す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
の

趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

す
け
っ
と
百
人
会
が
乗
馬
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
寄
贈

瓜
幕
支
所 

地
域
振
興
係

　

10
月
28
日
、
町
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）「
す
け
っ

と
百
人
会
」（
荒
金
章
次
会
長
）

か
ら
う
り
ま
く
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
へ
乗
馬
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
ブ
ラ
シ
な
ど
乗
馬
用
品
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

う
り
ま
く
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
は
、
乗
馬
の
練
習
を
行

い
、
毎
年
十
勝
管
内
の
各
種
大
会

に
参
加
し
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
す
け
っ
と
百
人
会
」

は
、
十
勝
地
域
の
地
域
お
こ
し
、

村
づ
く
り
、
自
然
環
境
の
保
全
、

国
際
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
、
鹿
追
町
で
は
乗
馬

事
業
や
コ
タ
ン
村
活
動
に
協
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
研
修
員
が
地
産

地
消
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

農
業
振
興
課 

農
政
係

　

10
月
31
日
、
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ

る
中
米
の
研
修
員
が
来
町
し
、
𠮷

田
弘
志
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
な

ど
中
米
７
カ
国
の
母
国
に
お
け

る
生
活
改
善
事
業
普
及
を
目
的

に
、
平
成
23
年
度
か
ら
３
年
間
実

施
。
今
回
は
各
国
の
中
央
や
地
方

機
関
で
中
間
管
理
職
の
研
修
員

15
人
が
10
月
14
日
に
来
日
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
筑
波
な
ど
首
都
圏
で
研
修

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
地
元
農
産
物
の
加
工
・

販
売
の
先
進
事
例
と
し
て
、
町

ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
地
場
産

品
加
工
施
設
な
ど
を
視
察
。
11
月

２
日
ま
で
管
内
外
の
先
進
事
例

を
視
察
後
、
筑
波
へ
戻
り
研
修
を

続
け
、
10
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

臓
器
提
供
意
志
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い北

海
道 

保
健
福
祉
部

　

臓
器
移
植
は
、
心
臓
や
腎
臓
、

角
膜
な
ど
各
種
臓
器
の
機
能
障
害

に
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
は
、
善
意
に
よ
る

臓
器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
つ
医
療
で
す
。「
あ
げ
た
い
」

「
あ
げ
た
く
な
い
」
と
い
う
ど
ち

ら
の
意
志
も
尊
重
さ
れ
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
と
よ
く
話
し

合
っ
て
、
自
分
の
意
志
を
「
臓
器

提
供
意
志
表
示
カ
ー
ド
」
並
び
に

「
運
転
免
許
証
」
お
よ
び
「
健
康

保
険
証
」
の
裏
面
に
表
示
し
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
臓
器
提
供
意
志
表
示
カ
ー

ド
」
は
、
保
健
所
、
市
町
村
、
医

療
機
関
、
薬
局
、
郵
便
局
、
警
察

署
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

最
寄
り
の
保
健

所
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
東
日
本
支
部
北
海
道
連
絡
所

☎
０
１
１
（
２
０
９
）
１
４
９
０

社
会
に
広
げ
よ
う

　
　
　
　
　

被
害
者
支
援
の
輪

新
得
警
察
署

　

警
察
や
民
間
被
害
者
支
援
団

体
な
ど
は
、
犯
罪
被
害
者
の
方
や

遺
族
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
で
、
被
害
者
を
支
え
る

取
り
組
み
を
広
げ
、
地
域
に
お
け

る
各
種
被
害
者
支
援
活
動
へ
の

積
極
的
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
週
間　

　

11
月
25
日
〜
12
月
１
日

　

新
得
警
察
署
で
は
、
被
害
者
支

援
に
関
す
る
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
新
得
警
察
署

　

☎
０
１
５
６
（
64
）
０
１
１
０

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板


